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このような環境のもと、商品・資源の市況下落
や資源案件の減損処理といったマイナス要因に
対し、新規投資案件の収益貢献に加え、一過
性利益の計上などがあり、全体としては前年度
を上回り、最高益を更新する結果となりました。

　一方、バランスシート項目ですが、2013年3月
末の連結純資産は、1兆1,884億円。利益の積
み上げによる利益剰余金の増加を主因として、
前年度末比＋2,726 億円の増加となりました。
連結ネット有利子負債は、1兆7,852億円となり、
前年度末比＋295 億円の増加。新規投融資に

よるキャッシュアウトが約 2,200 億円ありまし
たが、営業資金回収の徹底、あるいはノンコア
事業売却などの施策実施により、連結ネット有
利子負債の増加幅は相当程度抑えられました。
　結果として、連結ネットD/Eレシオは1.50 倍
となり、目標の1.8 倍程度を大きく下回りました。
当社史上最大の投資となるガビロン※買収を実行
した上で1.8 倍程度とすべく、バランスシート管
理を進めてきましたが、本買収が2013 年度に
ずれ込んだことにより、大幅に改善したものです。

　連結配当性向20%以上とする配当方針に基づ
き、2012年度配当は、予定通り一株あたり24円（中
間配当12円：実施済み、期末配当12円）としました。

さらなる飛躍へのChallenge
丸紅は、新たな高みに向かって成長を続けます

株主の皆様へ

目標達成
連結純利益　2,057 億円

2012 年度決算の概要

連結純資産　　  1 兆 1,884 億円
連結ネットＤ/Ｅレシオ     1.50倍

　本年 4月に社長に就任しました國分文也で
ございます。
　当社の 2012 年度決算につき、まず収益面
からご説明します。
　2012 年度の連結純利益は、前年度対比
＋336億円、20%増益の2,057億円となり、
目標の 2,000 億円台を達成しました。
　2012 年度の世界経済は、全体としては緩
やかな回復が見られましたが、欧州のソブリ
ン問題、中国経済の減速などいくつかの不安
材料も重なり、厳しい経営環境が続きました。
特に、資源市況については、原油は前年度と
ほぼ変わらない水準で推移したものの、銅や
原料炭が大きく下落するなど、資源ビジネス
への逆風が相当に強まった一年でありました。

1952 年 10 月 6 日生まれ、東京都出身。1975 年慶應義塾大学経済学部卒業。
好きな言葉は「得意澹然 失意泰然」（よい時には楽観せず、悪い時には悲観せず）。
30 年以上にわたる社会人生活でいつも大切にしてきたことは、人を大切にする
こと、嘘を絶対につかないこと。

※穀物、肥料、エネルギーの 3 事業から構成される米国大手トレーディングハウス。

1975年	 丸紅入社、石油ガス開発室配属
1976年	 石油第一部　製品課へ異動
1983年	 丸紅米国会社（ニューヨーク）駐在
1987年	 Penn	Trading	International 社設立
	 フィラデルフィアへ
1992年	 原油部	原油課へ異動
1997年	 Marubeni	International	Petroleum社
	 （シンガポール）へ赴任
2001年	 石油第二部長
2002年	 石油・ガス開発部長
2003年	 中国副総代表、丸紅香港華南会社社長として香港に赴任
2005年	 執行役員名古屋支社長
2006年	 執行役員エネルギー部門長
2008年	 代表取締役常務執行役員
2010年	 専務執行役員、米州支配人、丸紅米国会社社長・CEO（ニューヨーク）
2012年	 代表取締役副社長執行役員
2013年　代表取締役社長

入社 2	年目に石油のトレードを行う製品課に配属。ある時、ロンドンでトレーダーと
して活躍していた先輩が帰国。自分もあの先輩のようになりたいという思いを抱き、
石油トレーダーとして独り立ちすることが目標となった。
「とにかく仕事が面白かったので苦に感じたことは一度もありませんでした。」

1991 年、湾岸戦争の影響で石油の相場が大荒れに。自ら設立した Penn	Trading	
International	社の赤字が膨らみ、会社を清算せざるを得なかった。
「会社やビジネスは、拡大するのに多くの時間を要するが、悪くなる時はあっという間。
負のスパイラルに陥ることの怖さ、ひとつの会社をたたむことの大変さ、会社は自分
ひとりでなく多くの人の人生を左右することなど、この経験はその後の仕事・経営に
おける考え方に大きく影響を与える、まさに私の原体験になりました。」

2010 年、米国会社社長に就任、再びニューヨークへ。次なるビジネスのアイデアや
チャンスを求めて、米国中を飛び回った。
「現場に出て多くの人に会い、コミュニケーションを取ることが、商社パーソンの基本。
データだけでは分からないことが沢山あり、社員に対しても、積極的に外へ出て現場
感覚を磨いてほしいと思います。」

●國分文也 経歴 仕事に目覚めた入社 2 年目

原体験となる大きな挫折

米国会社社長時代

チャレンジ

2012年度年間配当 一株あたり24円

國分文也 President & CEO  Fumiya Kokubu

代表取締役社長
1952 年10月6日生まれ、東京都出身。1975 年慶應義塾大学経済学部卒業。
好きな言葉は「得意澹然	失意泰然」（よい時には楽観せず、悪い時には悲観せず）。
30 年以上にわたる社会人生活でいつも大切にしてきたことは、人を大切にする
こと、嘘を絶対につかないこと。



04 05

2013 SUMMER社長メッセージ TOP MESSAGE

　当社は 2010 年 4月より、3 年間の中期経
営計画である『SG-12』を推進してきました。
2008 年 9月のリーマンショックに端を発した
世界同時不況の経験を踏まえ、『SG-12』では、
経営環境の変化に耐えうる「強固な収益基盤」
と「磐石な財務基盤」の確立を基本方針として
掲げた上で、その方針に基づき、4つの定量目
標（連結純利益、連結ネットD/Eレシオ、リス
クアセット、ROE）を設定し、その達成に向け、
全力で取り組んできました。

中期経営計画『SG-12』を振り返る

　連結純利益、連結ネットD/Eレシオについ
ては先ほどご説明した通り、いずれも目標を達
成しましたが、リスクアセット、ROEについて
も、目標を大きくクリアしています。2013 年
3月末のリスクアセットは 8,536 億円、連結
純資産との差額であるリスクバッファは 3,348
億円となり、過去最高の水準に達しています。
また、2012 年度の ROE は 21% となり、前
年度に続き高い水準を維持し、当初目標の
15%を大幅に上回る結果となりました。
　『SG-12』を完遂した今、新たな中期経営計
画にチャレンジする十分な基盤が出来上がった
と考えています。

　収益面では、2012 年度に計上した一過性
利益の反動がありますが、ガビロンをはじめと
する新規案件の貢献などにより、2013 年度も
利益成長を続け、連結純利益 2,100 億円を見
込みます。
　財務面では、新規投融資などによる連結ネット
有利子負債の増加がある一方、主に利益の積み
上げによる連結純資産の拡充が見込まれ、連結
ネットD/Eレシオは1.8 程度となる見通しです。

　続いて、新中期経営計画についてご説明します。
　全ての社員・役員が高い志、チャレンジング
スピリットを持ち続け、当社が新たなステージ
において、グローバルな成長、さらなる高みを
目指すべく、『Global	Challenge	2015』と
名付けました。2015 年度までの 3ヵ年の計
画としていますが、基本方針に基づき、スピード
感を持って重点施策に取り組んでいきます
（6 ページ参照）。

着実な計画実行により、
収益力拡大・財務基盤強化を達成

2013 年度の業績予想について 新中期経営計画について

・当社は、2013 年度第1四半期の連結財務諸表より、米国会計基準に替えて、国際会計基準（IFRS）にて開示することとしており、2013 年度業績予想は IFRSに基づき作成しております。
・本資料では「当社株主に帰属する当期純利益」を「連結純利益」と表記しております。
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連結純利益

2015 年度

2,500 〜 3,000億円

11,000 億円程度

連結ネットD/Eレシオ

2015 年度末1.5 倍程度

ROE ROA

安定的に15 ％以上 4％以上

当社グループは、総合商社のダイナミズムを発揮できるフルラインの事業領域を展開し、
世界経済の中長期的成長を積極的に取り込むことで、企業価値の最大化を図ります。特に

『Global Challenge 2015』では、当社グループが強みや知見を有し、競争力のあるビジ
ネス分野で、主導的役割を発揮できる事業を拡大することにより、持続的成長を実現する
と共に、強靭な収益構造と強固な財務体質を構築します。

グループ 配分

資源関連
グループ 40％

程度

非
資
源

機械
グループ

60％
程度食料・

生活産業
グループ

注力分野

● 中長期的に需要増が見込まれるエネルギー・金属資源分野
● ガスのバリューチェーン（資源開発、石化製造、ガスインフラ等）
● 肥料原料分野　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

● 電力、ガス、上下水道等の基礎インフラ分野
● LNG 船、鉄道、航空機等の輸送機分野
● 海洋事業（FPSO 等）　　 　　　　　　　　　　　　　　　　等

● グローバルな穀物バリューチェーンの強化・拡充
● 人口増加や生活水準の向上により需要増が見込まれる農業、情報、保険分野
● 衣食住を中心とした生活産業分野　　　　　　　　　　　　　等

持続的成長を通じて内部留保を拡充し、重点分野への投融資に充当すること
により、企業価値と競争力を極大化すると同時に、株主に対する配当を安定
的に継続していく。2013 年度以降の連結配当性向については、従来の基本
方針を踏襲し、20％以上を目処とする。なお、『Global	Challenge	2015』
の順調な進捗が確認できた段階で、連結配当性向の引き上げを検討する。

新中期経営計画の概要

　『Global	Challenge	2015』では、重点施策とし
て、「経営資源の最大効率化」、「海外事業の強化	・
拡大」、「経営主導による人材戦略の更なる推進」
に取り組みます。また、重点施策の実効性を高め
るため、3つの戦略会議を設置しました。これら
の戦略会議の議長は私自身が務め、それぞれを有
機的に連携させることで施策を推進していきます。
　また、定量目標としては、「連結純利益」、「連
結ネットD/Eレシオ」、「ROE」、「ROA」を設定
しました（上記［定量目標］参照）。強固な財務
体質を維持しながら、利益の伸長を図るという
これまでの方針は変わりませんが、資産規模を
拡大しながら、同時に資産効率を上げることで、

強靭な収益構造の構築を目指します。
　新規投融資については、3ヵ年で1兆1,000億
円を計画しており、引き続き、積極的に取り組む
方針です。

①経営資源の最大効率化
　  部門・PU（ポートフォリオ・ユニット）を細分化したビジネス分野で収益性、
　  効率性、成長性を検証し、経営資源の最適配分、入替等を実施する。

③経営主導による人材戦略の更なる推進
　  「経験」を柱とし、「処遇」「研修」とあわせた三位一体の
　  人事施策によるグループ人材の強化・育成を推進する。

②海外事業の強化・拡大
　  中長期的に高成長が期待できる地域で当社グループの
　  プレゼンスを高め、海外事業の強化・拡大を図る。

3 つの重点施策の実効性を高めることを目的とし、社長を議長とする三戦略会議を設置し、
有機的に連携させることで、施策の効果を最大化する。

3 つの重点施策

基本方針

定量目標 新規投融資計画（3ヵ年合計）

配当方針

Global Challenge 2015
中期経営計画（2013-2015 年度）

PM
（Portfolio Management）

戦略会議

GM
（Global Market）

戦略会議

HR
（Human Resources）

戦略会議

議長：社長
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　ご説明してきた通り、「持続的成長への挑戦」を掲げた中期経
営計画『SG-12』を完遂し、丸紅は新たなステージに立ったと感
じています。
　2013 年度からスタートした『Global	Challenge	2015』で
は、この新たなステージにおいて、さらなる飛躍に挑戦すること
になります。そのためには、リスクマネジメントの深化やコンプ
ライアンスの徹底など、「守り」の体制をさらに強化しつつ、既
存ビジネスの底上げと、全社ポートフォリオ戦略に則った新規投
融資を両輪とする「攻め」を継続することが必須です。これらを
通じ、強靭な収益構造と強固な財務体質を構築し、持続的成長
を目指していきます。
　世界経済に目を向けますと、全体としては緩やかな回復トレン
ドが続いているものの、依然として先行き不透明感は払拭できず、
楽観は許されない状況です。このような環境のもと、グループ社
員・役員全員が『Global	Challenge	2015』で掲げた目標に
向かい、スピード感を持って諸施策を推進していくことが重要と
認識しています。
　今後、丸紅グループが大きく発展していくことはもちろん、
株主の皆様、地域社会をはじめとする全てのステークホルダーに
貢献するため、社員・役員一丸となり、チャレンジングスピリット
を持って、さらなる高みに向かって成長を続けていきます。
　皆様におかれましては、引き続き変わらぬご支援とご鞭撻を賜
りますよう、よろしくお願い申し上げます。

さらなる飛躍への Challenge

代表取締役社長

チャレンジ

セグメント別当期純利益の状況をご説明します。
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丸紅は、世界的な SRI インデックスである DJSI World Index、FTSE4Good Global Index の組み入れ銘柄企業に継続して選定されています。
また、世界的な CSR 調査・格付機関の RobecoSAM 社から「持続可能性に優れた企業」として選定されています。

株主レポート まるべに　No.114 （年 2 回発行）
2013 年 6 月 21 日発行　発行人／矢部延弘
発行／丸紅株式会社 財務部
〒 100-8088 東京都千代田区大手町 1-4-2
TEL 03-3282-2418

事 業 年 度
定 時 株 主 総 会
期末配当金支払株主確定日
中間配当金支払株主確定日
株主名簿管理人及び
特 別 口 座 管 理 機 関

同 事 務 取 扱 場 所

単 元 株 式 数
上 場 取 引 所
公 告 方 法

証 券 コ ー ド
インターネットホームページアドレス

◆未払配当金のお支払い
　みずほ信託銀行・みずほ銀行の本店および全国各支店にてお支払いいたします。
　※なお、みずほ証券の本店および全国各支店においても、取り次ぎをいた
　します。
◆配当金の支払明細の発行
　みずほ信託銀行の下記連絡先にお問い合わせください。
◆住所変更、単元未満株式の買増・買取請求、配当金受取方法のご指定、
　確定申告、相続に伴うお手続き等
　【証券会社に口座をお持ちの株主様】
　口座を開設されている証券会社にお問い合わせください。
　【証券会社に口座をお持ちでない株主様（特別口座に記録されている株主様）】 
　みずほ信託銀行の下記連絡先にお問い合わせください。
　※確定申告の際には、株式数比例配分方式以外の配当金受取方式を選択された
　株主様については、本年 5 月 30 日付で送付いたしました配当金計算書をご利用
　いただけます。株式数比例配分方式を選択された株主様については、お取引の
　証券会社にご確認ください。

4 月 1 日から翌年 3 月 31 日まで
毎年 6 月
毎年 3 月 31 日
毎年 9 月 30 日
みずほ信託銀行株式会社
〒 103-8670
東京都中央区八重洲一丁目 2 番 1 号
みずほ信託銀行株式会社 本店 証券代行部
〒 103-8670
東京都中央区八重洲一丁目 2 番 1 号
1,000 株
東京・大阪・名古屋
電子公告

（なお、当社の電子公告は、当社インターネットホーム
ページの以下のアドレスに掲載します。ただし、事故そ
の他やむを得ない事由によって電子公告による公告をす
ることができない場合は、日本経済新聞に掲載します。）
http://www.marubeni.co.jp/ir/houteikoukoku.html

8002
h t t p : / /www .ma r u ben i . c o . j p

株主メモ 株式事務に関するご案内

環境保全のため、環境に配慮した
植物油インキで印刷しています。

〒 168-8507 東京都杉並区和泉二丁目８番４号
みずほ信託銀行株式会社 証券代行部　   0120-288-324

お問い
合わせ先


